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省エネルギーの窓から

議靜 FromtheViewPointofEnergyConservatjon

昨年の前半まで省エネルギーへの熱意はエネルギー

需給の緩和と未曽有の好景気のため，ごく一握りの関

係者以外ではすっかり冷え切っていてこの先どうなる

噺か心配になる程であった．（これはエネルギー問題全

般についてあてはまるのだが）ところが地球環境問題

の深刻化から特定フロンに続いてCO2問題がクローズ

アップされ，あれよあれよと言う間にCO2凍結ノルド

ベイク宣言へと到達するに及んで,CO2排出量削減の

有力な手段として省エネルギーは俄然脚光を浴びるこ

とになった．その変化驚くべきものであるが省エネル

ギー技術に多少なりとも関与している筆者としてはま

ずは歓迎したい．省エネルギーおよびその技術につい

ては日本が世界の最先端を進んでいることは周知の事

実であり，これあればこそ何度かの石油ショックを乗

切り今日の繁栄を亨受しているのである．だから個別

技術を見たときの改善は極限近くにまで達していて，

省エネルギー余裕はほぼ絞り尽した感がある．今後の

省エネルギーは必然的にシステム全体へ向かわざるを

得ない．その現われは大規模な．．ジェネレーション

の導入となって一部実現されつつある．ただ，ここで

注意しなければならないのは，これらがすべて経済原

理によって進行して来たことである．したがって，経

済性が悪ければいかに省エネルギー効果があると認め

ていてもそのような技術は採用されないし，開発に対

する援助も乏しくなるのが通例である．少し離れた例

であるが，古紙回収はそのようなケースの最たるもの

で，森林保護が叫ばれているとき採算性の無さのため

古紙を売るどころか，無料でも引取って貰えない事態

も起きている（実際，筆者のマンションではそのため

新聞紙の処理に苦慮している)．逆に経済原理が働か

なくて省エネルギー効果が出ているのは電気料金やガ

ソリン価格の内外価格差であろう．これは現在のとこ

ろ仲々人気が悪いけれどもこのたがが外れた時に金満

家の日本人がどのように行動するか空恐しい気がする．

実の所，エネルギーはその価値に比して価格が低過ぎ

るのである．経済原理にしても短期と長期では大いに
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異なるがそれは当然であろう．局所最適化が全体の最

適化にならないことを時間軸上で考えればよい．その

好例は熱帯雨林問題ではなかろうか．初期の南洋材開

発段階では熱帯雨林は極めて再生力が強いとして十分

な手当てを行わないまま筏採を進行した結果，現在に

なって熱帯雨林の破壊責任を追求され莫大なODAの

支払いの形でツケが回って来ている．その負担者が安

価な南洋材のメリットを受けたものに一致しないこと

も問題で，後世代のものが負の遺産を貰ったことにな

る．短期の経済原理追求は「早い者勝ち」につながり，

異世代間の不公平現象となる．エネルギー問題では貨

物鉄道輸送がそれに当るのではなかろうか．国鉄民営

化の際に最重点課題として合理化(縮小）の対象となっ

たけれども，それが省エネルギーの視点から見ても合

理的であったかどうか，経済原理優先でエネルギー浪

費傾向のあるトラック輸送重視はどうも疑問であり，

もう少し先を見越した貨物輸送体制再構築策があった

ように思われて仕方がない．しかも，その経済性自体

が最近は揺いでいる．夜間のトラック運転はどう考え

てもイージーな仕事でないから最近の好況による人手

不足から運転手確保難が生じ，トラック輸送のコスト

が上昇し鉄道輸送への回帰も生じているとのことであ

る．このような時，元に戻ったから好いとは言えない

のは，すべての人間活動が不可逆な影響をもたらし，

本当の意味での旧状復帰はありえないからである．し

かも人間活動規模の巨大化はその影響をとてつもない

ものにするから最初の誤った行動の結果が致命的なも

のとなってそれを元の方向に戻さぬこともありうるだ

ろう．だから益々最初の選択は重要である.後代が背

負い切れぬ重荷を我々が生み出さないかどうか常に熟

慮しなければならない．これは明らかに経済原理を離

れた基準によらねばならない．しかし，経済原理は柔

軟に働くが，このようなものは硬直化を招き易いので

はないか（これはすべての規制について見られるから）

、われわれエネルギー関係者に課せられた大きな課題

であろう．とにかく「わが亡き後に洪水よ来たれ」で

は済まない．
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